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県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行
幸
子
会
長
）
は
、

去
る
十
月
二
十
二
日
、神
戸
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
神

戸
市
）
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
地
域
の
魅
力

を
女
性
の
視
点
で
情
報
発
信
し
て
い
く
『
が
ん
ば
っ

て
ま
す
。
ひ
ょ
う
ご
女
組
』Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
、
当
日
は
井
戸
知
事
を
は
じ
め
、
県
幹
部
も
応

援
に
駆
け
つ
け
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

（
関
連
記
事
三
頁
）

昭和33年３月10日 
第３種郵便物認可 〔 〕 第　616　号 兵庫県商工連会報 平成20年11月20日

■県連合会Letter ２～３頁
　・商工会会長・副会長研修会
　・マル経講習会
　・女性部統一事業「がんばってます、ひょうご女組」の取り組み　
■商工会Letter ４～５頁
　・第31回丹波焼陶器まつり（篠山市）
　・たつの市商工産業まつり（たつの市）
　・猪名川商工祭（猪名川町）
　・丹波八宿青垣の秋（丹波市）
　・ちくさ高原にとちの木を植樹（宍粟市）
■特集　  ６頁
　・緊急保証制度の拡大について
　　（「あなたのまちの元気な企業」次回掲載は２月号を予定しています）

「
ひ
ょ
う
ご
女
組
」

　

地
域
の
元
気
を
、

　
　
　
　
　

盛
り
あ
げ
ま
す
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お近くの商工会又は兵庫県商工会連合会まで！！
URL  http://www.shokoren.or.jp/

主な行事予定

12
月
の
こ
よ
み

１
日
㊊ 

第
４
回
商
工
会
職
員
県
連

帰
属
化
問
題
検
討
委
員
会

（
神
戸
市
）

９
日
㊋ 

正
副
会
長
会（
神
戸
市
）

16
日
㊋ 

人
事
管
理
委
員
会

22
日
㊊ 

理
事
会

1
月
の
こ
よ
み

23
日
㊎ 

商
工
会
記
帳
専
門
研
修
会

（
福
崎
町
）

商
工
会
職
員
の
県
連
帰
属
化
事
例
等
を
研
修

 

〜
商
工
会
会
長
・
副
会
長
研
修
会
〜

　

県
連
合
会
は
、
十
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
四
日
、
豊
岡
市
「
西
村
屋
ホ

テ
ル
招
月
庭
」
に
お
い
て
、「
平
成

二
十
年
度
商
工
会
会
長
・
副
会
長
研

修
会
」
を
開
催
し
、
県
下
か
ら
約
百

二
十
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
内
容
は
以
下
の
通
り
。

【
研
修
一
】「
森
田
実
の
〝
時
代
を
斬

る
〞
こ
れ
か
ら
の
政
治
・
経
済
は
ど

う
な
る
！？
」

【
研
修
二
】「
商
工
会
職
員
の
県
連
帰

属
化
と
補
助
金
一
括
交
付
に
つ
い

て
」

　

研
修
一
は
、
政
治
評
論
家
の
森
田

実
氏
の
講
演
。「
地
域
経
済
と
中
小

零
細
企
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
商
工
会
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
り
、私
は
商
工
会
を
応
援
し
ま
す
」

と
、
励
ま
し
と
期
待
を
込
め
た
言
葉

を
頂
い
た
。

　

研
修
二
は
、
新
潟
県
連
・
組
織
指

導
課
長
の
雪 

薫
氏
の
事
例
発
表
。

今
年
度
よ
り
本
県
に
お
い
て
も
商
工

会
職
員
の
県
連
帰
属
化
に
つ
い
て
協

議
を
始
め
た
の
で
、
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
新
潟
県
連
の
こ
れ
ま
で

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

新
潟
県
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
よ

り
人
事
交
流
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

平
成
十
二
年
十
月
の
全
国
会
長
会
議

で
の
決
議
を
受
け
、
す
ぐ
に
会
長
・

職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
い
ず

れ
も
七
十
％
以
上
の
賛
成
を
得
て
平

成
十
四
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
導

入
後
は
職
員
の
競
争
意
識
の
向
上
、

危
機
感
と
情
報
の
共
通
認
識
が
生
ま

れ
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
商
工
会
が
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
城
崎
町
の
木

屋
町
小
路
と
、
出
石
町
の
永
楽
館
を

視
察
し
た
。

県
下
四
地
域
に
て

講
習
会
を
開
催

 
〜
マ
ル
経
講
習
会
〜

　

県
連
合
会
は
、
県
下
地
域
を
四
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
マ
ル
経
講
習
会
を

開
催
。（
九
月
二
十
五
日
〜
二
十
六

日
篠
山
市
、
十
月
九
日
〜
十
日
豊
岡

市
、
十
月
十
四
日
〜
十
五
日
神
戸
市
、

十
月
二
十
八
日
〜
二
十
九
日
た
つ
の

市
）

　

講
習
一
で
は
経
済
評
論
家
・
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
高
嶋
信
夫
氏
よ
り

「
人
口
減
少
経
済
、
地
方
経
済
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
ど
う
な
る
」、
甲
南
食
糧

品
㈱
代
表
取
締
役
川
西
修
氏
よ
り

「
ち
ょ
っ
と
の
気
づ
き
で
人
は
変
わ

れ
る
。
激
動
期
に
お
け
る
小
さ
く
て

も
元
気
な
一
流
企
業
の
つ
く
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
講
演
二
・
三
・
四
で
は
「
政

策
金
融
改
革
（
統
合
）」「
経
営
改
善

貸
付
の
現
状
及
び
審
査
上
の
留
意
点

に
つ
い
て
」
等
を
テ
ー
マ
に
日
本
政

▲力強くあいさつを述べる木南会長

▲森田氏の鋭い切り口による経済評論

策
金
融
公
庫
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

翌
日
に
は
、「
兵
庫
県
信
用
保
証

協
会
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
よ
り
説
明

が
行
わ
れ
た
。
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兵
庫
の
地
域
資
源
を
ひ
ろ
く
発
信

　
「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
ひ
ょ
う
ご
女
組
」

▲はばたんも応援にかけつけました。

▲にぎわうPRイベント

　

広
大
で
豊
か
な
県
土
に
恵
ま
れ
る

兵
庫
県
は
、多
く
の
地
域
資
源
（
人
・

も
の
・
自
然
）
を
有
す
る
が
、
ま
だ

ま
だ
地
域
に
は
、
埋
も
れ
た
未
知
な

る
可
能
性
を
持
つ
資
源
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
県
女
性
連
で
は
、「
が

ん
ば
っ
て
ま
す
。
ひ
ょ
う
ご
女
組
」

を
立
ち
あ
げ
、
県
下
商
工
会
女
性
部

員
の
協
力
を
集
め
、
広
域
的
に
こ
の

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
県
内
外

に
広
く
情
報
を
発
信
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
新
た
な
る
販
路
開
拓
・
販
売

促
進
や
観
光
振
興
を
図
り
、
地
域
商

工
業
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

　

本
事
業
の
立
ち
上
げ
と
し
て
、
十

月
二
十
二
日
に
神
戸
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

広
く
一
般
の
方
々
に
、
県
下
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
女
性
部
よ
り
推
薦
の
あ
っ

た
十
四
品
を
展
示
・
紹
介
を
行
っ
た
。

試
食
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、地
域
観
光
・

特
産
品
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

さ
れ
、
新
た
な
る
商
品
開
発
に
つ
な

ぐ
べ
く
消
費
者
の
声
が
集
め
ら
れ
た
。

　

今
後
、
地
域
の
隠
れ
た
逸
品
を
集

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ

か
、
県
内
外
に
お
い
て
も
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
組
ん
で
い
く
予
定
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
、
県
下
商

工
会
女
性
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

化
し
、
継
続
的
な
事
業
と
し
て
展
開

を
図
っ
て
い
く
。

製造事業所の皆様へ
平成20年度工業統計調査に

ご協力ください
　経済産業省・兵庫県・市区町では、工業統計
調査を平成20年度12月31日現在で実施します。
　工業統計調査は、工業の実態を明らかにする
とともに、諸施策の基本資料を得るため、製造
業を営むすべての事業所を対象に、従業員数・
製造品出荷額などを調査します。
　本年12月から来年１月にかけて調査員が事業
所を訪問して「調査票」の記入をお願いします
ので、調査にご協力ください。
　皆様から提出していただく調査票は、統計法
に基づき、調査内容の秘密は厳守されますので、
正確なご記入をお願いいたします。

全国的に地震が多発、風水害も心配！
ぜひフェニックス共済にご加入を！
　小さな負担（年5,000円）で災害発生時の住宅再建に
最高600万円の大きな支援が得られる、兵庫県の住宅再
建共済制度（フェニックス共済）。
　昨年の石川県能登半島地震、新潟県中越沖地震、６月
の岩手・宮城内陸地震など、最近地震が多発しています。
また、地球温暖化等の影響により、集中豪雨の発生頻度
も高まっており、梅雨や台風シーズンには警戒が必要で
す。いつ、どこで起こるか分からない自然災害に備え、
ぜひフェニックス共済に加入しましょう。
　郵送、インターネットに加え、お近くの郵便局（簡易
局除く）の窓口でお申込みが可能ですので、ご利用くだ
さい。

〔問い合わせ〕（財）県住宅再建共済基金 078-362-9400
 ホームページ
 http://web.pref.hyogo.lg.jp/wd34/phoenixkyosai.html
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ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

芸
術
と
食
の
秋
を
満
喫

 

〜
篠
山
市
商
工
会
〜

雨
に
も
負
け
な
い
目
玉
企
画
で
大
盛
況

 
〜
た
つ
の
市
商
工
会
〜

　

篠
山
市
商
工
会
（ 

畑 

一
弥
会
長
）

で
は
、
十
月
十
八
・
十
九
日
、
今
田

地
域
に
お
い
て
「
第
三
十
一
回
丹
波

焼
陶
器
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
地
域
の
伝
統
的

工
芸
品
で
地
場
産
業
で
も
あ
る
「
丹

波
焼
」
の
振
興
と
陶
器
フ
ァ
ン
へ
の

感
謝
、
ま
た
丹
波
の
農
産
物
の
振
興

を
目
的
に
開
催
。
二
日
間
で
約
十
五

万
人
の
人
出
と
な
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
丹
波
焼
の
各
種
企
画

展
示
を
は
じ
め
、
丹
波
焼
の
窯
元
約

四
十
軒
が
一
堂
に
会
し
て
テ
ン
ト
販

売
を
行
う
「
陶
器
市
」
や
、
丹
波
黒

豆
を
は
じ
め
と
す
る
丹
波
篠
山
の
新

鮮
野
菜
の
販
売
、
特
産
物
を
使
っ
た

飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
芸
術
と
食
の

秋
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
本
年
は
「
環
境
」
へ
の
配

慮
に
力
を
注
ぎ
、
会
場
内
の
飲
食
は

全
て
丹
波
焼
の
器
で
行
い
、
丹
波
焼

の
Ｐ
Ｒ
と
ゴ
ミ
の
排
出
抑
制
を
図
る

「
丹
波
焼
リ
ユ
ー
ス
食
器
」
を
企
画
。

　

本
来
リ
ユ
ー
ス
食
器
は
樹
脂
製
の

食
器
を
繰
り
返
し
使
う
が
、
今
回
は

丹
波
焼
の
器
を
約
千
五
百
準
備
。
業

務
用
の
食
器
洗
浄
機
を
レ
ン
タ
ル
し
、

飲
食
業
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。

　

来
場
客
か
ら
は
、「
器
で
美
味
し

さ
が
倍
増
す
る
」、「
ゴ
ミ
が
減
っ
て

い
い
事
だ
」
な
ど
高
評
価
。
陶
器
の

ま
つ
り
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
環

境
保
全
に
一
役
買
い
、
ゴ
ミ
の
排
出

量
も
例
年
の
三
割
に
削
減
で
き
た
。

　

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
陶
の
郷
で

は
、
太
陽
光
発
電
で
消
費
電
力
の
少

な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
点
灯
さ
せ
る
丹
波
焼

の
灯
篭
「
エ
コ
陶
灯
（
と
う
ろ
う
）」

が
設
置
さ
れ
、
毎
晩
環
境
に
優
し
い

光
を
灯
し
て
い
る
。

　

た
つ
の
市
商
工
会
（
木
南
岩
男
会

長
）
は
、
十
月
二
十
六
日
、
揖
保
川

町
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
て
「
第
二
回
た

つ
の
市
商
工
産
業
ま
つ
り
」
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
少
し

開
会
を
遅
ら
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、「
御
津
梅
太
鼓
」
の
太

鼓
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

大
西
副
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
の

後
、
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。

　

会
場
に
は
、
会
員
事
業
所
出
店
テ

ン
ト
で
の
展
示
・
即
売
会
等
、
市
内

外
か
ら
の
参
加
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、

予
想
以
上
の
人
出
で
大
い
に
賑
わ
っ

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
モ
ン
キ
ー

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
は
、
雨
の

た
め
急
遽
テ
ン
ト
の
中
で
行
わ
れ
た

が
、
お
客
様
に
と
っ
て
は
、
間
近
で

シ
ョ
ー
が
見
れ
て
大
喜
び
。
ま
た
、

今
回
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
活
鯛
の

販
売
（
百
匹
）
は
、
大
好
評
で
昼
ま

で
に
完
売
し
た
。

　

そ
し
て
、今
回
の
目
玉
企
画
の「
餅

ほ
り
」
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
お
楽
し
み｢

大
福
引
大
会｣

で
は
、

豪
華
賞
品
が
用
意
さ
れ
、
発
表
の
た

び
に
会
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

電子証明書の取得はお早めに！
　e-Tax（国税電子申告･納税システム）を利用して本人の電子署
名と電子証明書を付して期間内に確定申告を行った場合、所得税
額から5,000円控除される特別控除制度が設けられています。
（19年分で利用した方は対象外）このe-Taxを利用するためには、
電子証明書が必要になります。
　この機会に公的個人認証サービスの電子証明書と公的個人認証
サービス対応のICカードリーダライタを取得いただきますようお
願いします。なお確定申告時期は、市区町村の窓口が混み合う場合
がありますので電子証明書の取得はお早めにお願いします。
■電子証明書の取得：住民票のある市区町の窓口で住民基本台帳
カード（住基カード）を入手し、申請書等を提出して取得できま
す。（発行手数料として、住基カードは500円程度、電子証明書
は500円が必要です。発行手数料については、市町によって異
なりますので、市区町の窓口でご確認願います。）
■ICカードリーダライタの入手：家電量販店やインターネット販
売、お近くの納税協会（取次販売）で購入できます。
■詳しくは、次のホームページをご覧ください。
　【住基カード】http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/juki_card.html
　【電子証明書（公的個人認証サービス）】http://www.jpki.go.jp/
　【ICカードリーダライタ】http://www.jpki-rw.jp/
　【e-Tax（国税電子申告・納税システム）】http://www.e-tax.nta.go.jp/
■兵庫県企画県民部教育・情報局情報政策課情報管理係
　電話：078-341-7711（内線2293）

▲それぞれの窯元自慢の逸品が並ぶ

▲目玉企画「餅ほり」に観客も大喜び
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兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 
兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

地
産
の「
食
」に
こ
だ
わ
っ
た
地
域
産
業
振
興
祭

 

〜
猪
名
川
町
商
工
会
〜

青
空
に
映
え
る

宿
場
町
の
面
影

 

〜
丹
波
市
商
工
会
青
垣
支
所
〜

　

猪
名
川
町
商
工
会
（
辻
口
悦
司
会

長
）
で
は
、
十
月
十
八
日
、
猪
名
川

町
総
合
公
園
に
て
、「
い
な
が
わ
商

工
祭
」を
開
催
し
た
。今
年
度
は
、官
・

民
・
地
域
住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠

を
越
え
て
「
地
産
地
消
」
に
つ
い
て

身
近
に
考
え
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、「
食
」
が
テ
ー
マ
。

　

当
日
は
快
晴
で
、
多
く
の
人
々
が

祭
り
に
足
を
運
ん
だ
。
会
場
で
は
、

商
工
会
が
今
年
度
開
発
し
た
「
猪
」

を
使
っ
た
新
製
品
「
し
し
肉
は
る
さ

め
」
の
試
食
を
は
じ
め
、
町
内
産
材

料
を
用
い
た
青
年
部
の
も
ち
つ
き
大

会
や
「
い
な
が
わ
パ
エ
リ
ア
」
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が
至
る

所
で
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
町
の
特
産

品
で
あ
る
寒
天
を
使
っ
た
心
太
つ
き

体
験
や
、
町
内
産
の
米
粉
を
使
っ
た

棒
パ
ン
作
り
等
も
行
わ
れ
、
子
供
た

ち
も
体
験
を
通
じ
て
、
地
元
食
材
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

会
場
内
に
並
ぶ
町
内
会
員
事
業
所

ブ
ー
ス
や
住
民
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
も
、
多
く
の
人
で
溢

れ
か
え
っ
て
い
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
猪
名
川
町
に

ち
な
ん
だ
○×

ク
イ
ズ
を
行
い
、

町
内
事
業
所
で
使
え
る
「
ぼ
た
ん
鍋

食
事
券
」「
町
内
産
合
鴨
米
」
な
ど

の
多
く
の
賞
品
に
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

宍
粟
市
商
工
会
千
種
支
所
で
は
、

同
商
工
会
・
清
水
精
一
副
会
長
の

発
案
で
、
十
月
二
十
二
日
、
と
ち

の
木
五
十
本
を
ち
く
さ
高
原
に
植

樹
し
た
。
将
来
は
千
種
地
域
全
域

に
植
樹
し
、「
と
ち
の
実
の
里
」

と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
計
画
。

　

と
ち
の
実
は
、
渋
抜
き
を
し
て

食
用
と
な
る
た
め
、
昔
は
山
村
の

食
糧
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
。
古
き
時
代
の
食
文
化
を

見
直
す
た
め
、
同
商
工
会
で
は
特

産
品
化
も
検
討
し
て
い
る
。

ち
く
さ
高
原
に

  

「
と
ち
の
木
」を
植
樹

 

〜
宍
粟
市
商
工
会
〜

　

丹
波
市
商
工
会
青
垣
支
部
（
村
上

康
充
会
長
）
は
、
十
月
十
九
日
、「
丹

波
八
宿
あ
お
が
き
の
秋
」
を
開
催
し

た
。

　

舞
台
と
な
っ
た
佐
治
市
街
地
は
、

か
っ
て
駅
馬
を
擁
し
た
古
代
山
陰
道

丹
波
路
八
駅
の
要
所
（
佐
治
宿
駅
）

と
し
て
繁
栄
し
、
後
に
宿
場
町
と
し

て
賑
わ
っ
た
。

　
「
丹
波
八
宿
あ
お
が
き
の
秋
」
は
、

恵
ま
れ
た
自
然
が
生
み
出
す
農
産

物
、
観
光
資
源
と
、
宿
場
町
の
面
影

を
残
し
た
古
い
町
並
み
を
活
か
し
た

「
食
と
文
化
の
祭
典
」
と
し
て
、
平

成
十
七
年
よ
り
開
催
し
て
き
た
。

　

今
年
度
は
特
に
、
商
工
業
の
み
な

ら
ず
、
農
林
業
、
地
域
住
民
が
参
画

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、
歴
史
的
町
並

み
を
活
用
し
た
文
化
的
な
空
間
の
利

用
、
丹
波
の
食
材
・
昔
懐
か
し
の
食
・

遊
・
市
（
い
ち
）
の
連
携
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
点
在
す
る
観
光
資
源
を
結

ん
で
観
光
・
来
訪
リ
ピ
ー
タ
ー
の
掘

り
起
こ
し
と
地
域
資
源
の
発
掘
を
図

り
、
観
・
歴
・
文
・
然
・
遊
・
食
・
産
・

展
『
丹
波
青
垣
八
（
発
）
見
伝
』
と

銘
打
っ
た
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

「
青
垣
の
未
来
づ
く
り
」
に
も
着
眼

し
、
工
夫
を
施
し
た
。

　

当
日
は
、
飛
脚
姿
に
扮
し
た
宿
場

町
飛
脚
リ
レ
ー
、
関
西
大
学
活
動
報

告
会
、
丹
波
布
な
ど
の
伝
統
工
芸
品

展
示
、
青
垣
の
歴
史
探
訪
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
中
、
多
数
の
来
場
者
を
迎
え
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

▲赤みそ仕立てでコクのある味

▲露店を行きかう人々
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資
金
繰
り
支
援
に
万
全

を
期
し
ま
す
！

　

十
月
三
十
一
日
に
ス

タ
ー
ト
し
た
緊
急
保
証
の

枠
が
六
兆
円
か
ら
二
十
兆

円
に
ま
で
三
倍
以
上
に
拡

大
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
業
種
に
つ
い
て
も

五
百
四
十
五
か
ら
六
百

十
八
に
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
こ
の
緊
急
保
証
制
度
は
、

信
用
保
証
協
会
の
百
％

保
証
で
、
責
任
共
有
制

度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
対
象
業
種
の
方
は
、
一

般
保
証
八
千
万
円
に
加

え
て
、
別
枠
で
八
千
万

円
（
担
保
が
あ
る
方
は
、

一
般
保
証
二
億
円
に
加

え
て
、別
枠
で
二
億
円
）

ま
で
の
保
証
を
利
用
で

き
ま
す
。

※

対
象
業
種
詳
細

（http://www.chusho.m
eti.

go.jp

）

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸

付
は
、
業
種
を
問
わ
ず
利

用
可
能
で
す
。
こ
の
貸
付

の
枠
も
三
兆
円
か
ら
十
兆

円
に
ま
で
三
倍
以
上
に
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
全
業
種
の
方
が
、
四
億
八
千
万
円

（
中
小
企
業
の
方
）、
四
千
八
百
万

円
（
小
規
模
企
業
の
方
）
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

●
特
に
業
況
の
厳
し
い
方
に
対
す
る

金
利
の
引
き
下
げ
も
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

●
特
別
貸
付
は
、
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

に
加
え
、
㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫

で
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
貸
し
渋
り

防
止
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
！

●
金
融
機
関
が
、
中
小
・
小
規
模
企

業
の
実
態
を
踏
ま
え
た
融
資
を
行

い
、
ま
た
、
責
任
共
有
制
度
を
口

実
と
し
て
融
資
を
拒
否
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
十
月
二
十
八
日
に

中
小
企
業
庁
か
ら
金
融
庁
に
、
金

融
機
関
へ
の
周
知
徹
底
の
要
請
が

な
さ
れ
、
十
月
二
十
九
日
に
金
融

庁
か
ら
金
融
関
係
団
体
へ
の
要
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
各
地
の
経
済
産
業
局
に
「
中
小
企

業
貸
し
渋
り
一
一
〇
番
」
が
開
設

さ
れ
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
を
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。

生
活
対
策
に
お
け
る
税
制
措
置
！

●
中
小
・
小
規
模
企
業
の
軽
減
税
率

の
時
限
的
引
き
下
げ
な
ど
税
制
措

置
が
拡
充
さ
れ
、
資
金
繰
り
に
苦

し
む
中
小
・
小
規
模
企
業
が
税
制

面
か
ら
幅
広
く
支
援
さ
れ
ま
す
。

　
（
平
成
二
一
年
度
税
制
改
正
事
項
）

●
法
人
税
の
軽
減
税
率
（
現
行
は
、

年
間
の
所
得
額
八
百
万
円
以
下
の

部
分
に
対
し
て
二
十
二
％
）
に
関

し
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
軽
減

税
率
が
時
限
的
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

●
前
年
度
が
黒
字
で
本
年
度
が
赤
字

の
企
業
に
つ
い
て
、
赤
字
を
繰
戻

し
、
前
年
度
の
黒
字
と
相
殺
す
る

こ
と
で
、
前
年
度
納
付
し
た
法
人

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 県内商工会イベント案内 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
イベント名 開催日 概要 問合せ先

イルミネーション点灯

第19回上郡町商工まつり＆
第3回駅前元気市

12月1日（月）
 ～31日（水）予定

12月7日（日）
午前10時
  ～午後2時30分

青年部有志・女性部合同で町の活性化事業として昨年度より
山電播磨町駅前をイルミネーションでライトアップしています。

青年部コーナーでは、新鮮活魚釣り・巨大ダーツが実施されま
す。また、商工会員による物販・展示、餅まき、大抽選会等様々
な催しが行われます。 （開催場所　上郡駅前商店街）

播磨町商工会
ＴＥＬ 079-435-1630

上郡町商工会
ＴＥＬ 0791-52-3710

税
額
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
商
店
街
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す
！

●
防
犯
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
、Ａ
Ｅ
Ｄ

な
ど
の
商
店
街
へ
の
設
置
の
補
助

が
受
け
ら
れ
、
安
心
で
快
適
な
、

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
商
店
街
づ
く

り
が
応
援
さ
れ
ま
す
。

●
自
治
体
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
の

取
組
が
財
政
面
で
支
援
さ
れ
ま
す
。

地
域
を
担
う
中
小
・
小
規
模
企
業
を

応
援
し
、地
域
を
元
気
に
し
ま
す
！

新
事
業
展
開
が
応
援
さ
れ
ま
す
！

●
首
都
圏
は
じ
め
大
都
市
圏
や
さ
ら

に
は
海
外
市
場
へ
の
販
路
拡
大
支

援
や
、独
創
的
な
商
品（
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
商
品
）
を
公
共
調
達
す
る
仕

組
み
づ
く
り
に
よ
り
、
中
小
・
小

規
模
企
業
の
新
事
業
展
開
が
応
援

さ
れ
ま
す
。

人
材
確
保
・
育
成
を
応
援
し
ま
す
！

●
中
小
・
小
規
模
企
業
の
人
材
確
保
・

育
成
の
た
め
に
行
わ
れ
る
研
修
事

業
な
ど
が
応
援
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、

お
近
く
の
商
工
会
相
談
窓
口
ま
で

県下全商工会に「金融相談窓口」を設置し、
中小・小規模企業を、全力をあげて支援します！

　　　　　両制度あわせて
　　　　30兆円規模の枠を確保

今回の対策に
　　　　20　兆　円　　　10　兆　円　よる拡充枠

　　まで枠を確保 　まで枠を確保
緊急総合対策
（8月）で決定された
利用枠9兆円

緊急保証制度 セーフティネット貸付

　　6兆円規模 　　　3兆円規模
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